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第      1      号議案　　  2018      年度活動報告  

2018      年度　活動報告  

自 2018 年 4 月 1 日　　至　2019 年 3 月 31 日

　2018 年度は、2017 年度に続いて「技術分野をまたぐ、つなぐ」を活動方針としつつ、①対外

情報の発信　②会員交流の継続　③活動メニューの整理　の 3 点を年間目標として、以下の

ような活動を展開した。

・ ①に関し、2007 年以来となるレンタルサーバ基盤更新、ウエブサイト刷新、およびオンライ

ン会員データベース刷新を 5 月に実施し、対外情報発信の基盤を維持した。また、金沢工

業大学からの要請に応じ、「プロフェッショナルエンジニアと技術者倫理」と題した学生向け

特別講義を 11 月に実施した他、4 月の三重大学向け特別講義「機械工学特別演習」も継

続した。

・ ②に関し、CPD セミナーとエンジニアズサロンとを計 18 回、PE 受験登録相談会を 1 回開

催した。ただ、東京セミナー会場の流動化があり、年間 PDH 供給数は 2017 年度に比べ約

2 割減となった。

・ ③に関し、活動メニュー整理をテーマとするインターネット会員アンケートを 9 月から 10 月

にかけて実施し、会員総数の約 3 割に相当する 96 名の回答を得た。そして、回答集計内

容の深堀り等を目的として、役員と有志会員とによる泊まり込みの集中討議会を 11 月に

静岡県・熱海で実施し、そのレポートを会員ウエブサイトに掲示した。

・ 例年通り、7 月の NSPE 年次総会（PE Conference）に 3 名の理事・会員を代表派遣し、

NSPE 倫理規程の改正、米政府への政策提言集再編、および米国内会員制度の改正等

に関する情報等を収集した。

・ 米州 PE 登録を目指す会員に対するシラバス英訳支援サービスを継続した。

・ 会員アンケートで要望の多かった、米国 PE 制度等に関する出版企画を具体化させるため、

JABEE からの情報収集等を行った。

11 月の集中討議会では、職能団体としての当会役割を意識した会員間の合意形成や一般

に向けた出版企画等を進めるべきとの提言がなされ、具体化を検討中である。

会員数は 355 名から 350 名へと微減した。2020 年の当協会設立 20 年を前にして会員世代

交代の波が押し寄せることへの備えも欠かせない。
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【用語】

PDH　: Professional Development Hour 継続専門的教育を受けた結果として獲得する時間単位

NSPE : National Society of Professional Engineers　全米プロフェッショナルエンジニア協会

PE : Professional Engineer 米国の専門職技術者ライセンス
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第      1      号議案　　  2018      年度活動報告   (  実施行事一覧表および会員数推移  )  

年月日 行事名 実施場所 時間
参加

者数

供給

PDH

CPD セミナー

2018/4/21
#302 セミナー：既に始まる現場への IoT+AI 技術

投入
神戸 2 10 20

2018/4/21
#303 セミナー：ロボットをお笑いの舞台に立たせ

る教授芸人
東京 2 24 48

2018/6/2
総会特別 CPD セミナー「米国-北朝鮮関係をど

う解釈するか」
東京 1.5 48 72

2018/7/7
#304 セミナー 鬼金 2018 No.1: フィジビリティス

タディ
東京/神戸 3 20 60

2018/9/1
#305 セミナー 鬼金 2018 No.2: プロジェクトの成

否を分けるスコープ定義
東京/神戸 3 27 81

2018/9/22

#306 セミナー(#5 JSPE Day) 「エネル

ギー」NSPE ラスベガス総会参加報告、風力発

電の最新技術、電機技術とインフラ産業の将来

像、ライフサイクルの視点から視た建物のエネ

ルギー消費、100 年後の電気とそれを支える人

材とは 

東京/神戸 5 32 160

2018/10/13
#307 セミナー 鬼金 2018 No.3: プロジェクトベー

スビジネスの立上げ： PMO の役割
東京/神戸 3 27 81

2018/11/10
#308 セミナー 鬼金 2018 No.4: 品質、プロジェク

ト、倫理
東京/神戸 3 20 60

2018/12/8
#309 セミナー 鬼金 2018 No.5: AGILE 

PRACTICE GUIDE を読んでみよう
東京/神戸 3 15 45

2018/12/15
#310 セミナー：バイオマス発電導入の課題につ

いて、再生可能エネルギーの展望と取組状況
東京 2.5 24 60

2019/2/9
#311 セミナー 鬼金 2018 No.6 : ソフトウェアの仕

様定義の重要性とプロジェクトマネジメント
東京/神戸 3 22 66

2019/2/23
#312 セミナー：凝縮系核反応研究の現状と今後

の展望
東京 2 19 38
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年月日 行事名 実施場所 時間
参加

者数

供給

PDH

エンジニアズサロン、施設見学会

2018/4/18
FY2017 #5 エンジニアズサロン：米国原子力産

業の実情と政府支援の状況
東京 1 20 20

2018/5/16
#1 エンジニアズサロン：技術者倫理と武士道精

神
東京 1 17 17

2018/6/16 関西ものづくり見学会：河内ワイン館 大阪 1.5 9 13.5

2018/6/23 関東施設見学会：浦和水素ステーション 埼玉 1.5 19 28.5

2018/8/1 #2 エンジニアズサロン：水素社会 東京 1 10 10

2018/9/4 #3 エンジニアズサロン：Engineering Leadership 東京 1 6 6

2018/11/14
#4 エンジニアズサロン：私が経験したウズベキ

スタン
東京 1 6 6

合　計 41 375 892
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年月日 行事名 実施場所 参加者数

会員交流等

2018/4/18 JABEE　国際委員会 出席 東京 1

2018/4/13
三重大学特別講義「米国 PE 資格取得の意義～これ

からのエンジニア像」
三重・津 150

2018/6/1 NSPE-JABEE-JSPE 合同会議 東京 4

2018/12/8 関西イヤーエンドパーティ 神戸 6

2018/12/15 関東イヤーエンドパーティ 東京 26

2018/7/18-22 NSPE ラスベガス総会 米国 LasVegas 4

2018/8/3 PMI 日本支部と懇談 横浜 2

2018/9/29 JSPE 活動メニュー会員アンケート実施 電子メール

2018/11/5
金沢工業大学特別講義「プロフェッショナル・エンジニ

ア(PE)と技術者倫理」
石川・金沢 200

2018/12/20 JABEE 理事と懇談 東京 4

2019/1/17 JABEE　国際委員会 出席 東京 1

2019/3/23 PE/FE 受験・登録相談会 東京/神戸 27

出版、ウエブを介した情報提供等

2018/4/1 JSPE マガジン春号　配信（会員限定）　

2018/7/1 JSPE マガジン夏号　配信（会員限定）　

2018/10/1 JSPE マガジン秋号　配信（会員限定）　

2019/1/1 JSPE マガジン冬号　配信（会員限定）　

理事会

2018/4/28 新ウェブサイト役員説明会 スカイプ 3

2018/5/19 5 月度理事会 東京 / Skype 11

2018/7/14 7 月度理事会 東京 / Skype 10

2018/9/15 9 月度理事会 東京 / Skype 10

2018/11/17-

18
11 月度長期運営方針集中検討会 静岡 11

2019/1/19 1 月度理事会 東京 / Skype 8

2019/1/31 赤坂事務所から神田シェアオフィスに移動 東京 Tokyo 2

2019/3/16 3 月度理事会 東京 / Skype 13

20  18      年度　会員数推移  
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2018 年度中推移

会員種別
2018 年

3 月 31 日現在
入会者※1

種別変更者

※2
退会者

2019 年

3 月 31 日現在

正(PE)会員 192 3 5 17 183

準(PEN)会員 59 7 10 6 60

準（FE）会員 72 2 4 4 68

準（AF）会員 23 11 3 3 28

準（ST）会員 9 2 0 0 11

合　計 355 25 22 30 350

※1 資格回復者を含む。

※2　種別変更とは、会員が FE から PEN に、あるいは FE､PEN から PE に昇格した場合等を指す。
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第      1      号議案　     2018      年度決算  報告　（活動計算書、貸借対照表、監査報告　等）  　　  
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（単位：円）

Ⅰ　経常収益
１　受取会費

入会金 57,000
正会員受取会費 2,304,500

1,202,000 3,563,500

1,405,796 1,405,796
３　事業収益

636,000
185,500 821,500

４　その他収益
受取利息 41 41

経常収益計 5,790,837
Ⅱ　経常費用

１　事業費
(1)人件費

ボランティア評価費用 1,405,796
人件費計 1,405,796

会議費 807,967
諸謝金 453,271
諸会費 164,455
旅費交通費 556,519
通信運搬費 154,366
印刷製本費 331,194
消耗品費 42,478
支払手数料 864
団体交流費 17,992
その他経費計 2,529,106

3,934,902
２　管理費

印刷製本費 21,821
業務委託費 475,200
会議費 224,652
旅費交通費 270,116
通信運搬費 61,415
消耗品費 61,691
賃借料 514,350
保険料 6,000
支払手数料 50,538
貸倒損失 108,000
その他経費計 1,793,783

1,793,783
5,728,685

当期正味財産増減額 62,152
前期繰越正味財産額 7,927,602

　　次期繰越正味財産額 7,989,754

【活動計算書の注記】
(1)活動計算書は東京都指定の様式を採用している

準会員受取会費

　2018年度　　活動計算書

　　2018年4月1日から2019年3月31日まで

特定非営利活動法人日本ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｴﾝｼﾞﾆｱ協会 

科 目 金 額

(1)その他経費

管理費計
経常費用計

２　受取寄附金
ボランティア受入評価益

研修教育事業収益
調査研究事業収益

(2)その他経費

事業費計
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特定非営利活動法人日本ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｴﾝｼﾞﾆｱ協会

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金

三菱UFJ銀行虎ノ門支店普通預金 3,218,131

ゆうちょ銀行普通貯金 1,626,333

ゆうちょ銀行振替貯金 1,653,516

ゆうちょ銀行定期貯金 1,511,332

未収金

受取会費 255,000

理事会員諸経費未精算金 30,442

前払費用

シェアオフィス利用料 29,160

　流　動　資　産　合　計 8,323,914

資　　産　　合　　計 8,323,914

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未払金

税理士報酬 73,343

理事会員諸経費未精算金 188,692

前受金

受取会費 50,500

預り金

諸謝金源泉所得税 15,314

税理士報酬源泉所得税 6,311

　流　動　負　債　合　計 334,160

負　　債　　合　　計 334,160

正　　味　　財　　産 7,989,754

【財産目録の注記】

2018年度　　財産目録

　　2019年3月31日現在

科 目 金 額

(1)財産目録は東京都指定の様式を採用している
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（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金 8,009,312

未収金 285,442

前払費用 29,160

　流　動　資　産　合　計 8,323,914

資　　産　　合　　計 8,323,914

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未払金 262,035 

前受金 50,500 

預り金 21,625 

　流　動　負　債　合　計 334,160

負　　債　　合　　計 334,160

Ⅲ　正味財産の部

 前期繰越正味財産 7,927,602 

 当期正味財産増減額 62,152 

 正味財産合計 7,989,754 7,989,754

負債及び正味財産合計 8,323,914

【貸借対照表の注記】

(1)貸借対照表は東京都指定の様式を採用している

2018年度  貸借対照表

　　2019年3月31日現在

科 目 金 額

特定非営利活動法人日本ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｴﾝｼﾞﾆｱ協会
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１． 重要な会計方針

　　 　計算書類の作成は、NPO法人会計基準（NPO法人会計基準協議会）によっています。

(1)ボランティアによる役務の提供の会計処理

ボランティアによる役務の提供は、活動計算書に計上しています。

また、計上額の算定方法は「３．活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる

役務の提供の内訳」に記載しています。

２． 事業費の内訳

（単位：円）

研修教育事業 調査研究事業 機関誌発行事業 管理部門 合計

会議費 572,999 234,968 807,967

諸謝金 333,771 119,500 453,271

諸会費 164,455 164,455

旅費交通費 61,790 494,729 556,519

通信運搬費 63,877 1,062 41,801 47,626 154,366

印刷製本費 39,491 1,171 258,540 31,992 331,194

消耗品費 31,091 11,387 42,478

支払手数料 864 864

団体交流費 10,432 7,560 17,992

その他経費計 1,268,338 873,249 300,341 87,178 2,529,106

３． 活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳

理事及び監事
延べ1449.5時間

1,405,796
東京都の最低賃金と役務提供時間により算出
しています。2018年4月～9月　958円／時間

2018年10月～2019年3月　985円／時間

特定非営利活動法人日本ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｴﾝｼﾞﾆｱ協会

　　2018年度　　計算書類の注記

科目

その他経費

内訳 金額 算定方法
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単位：円 2017年度決算 2018年度決算 2018年度予算

Ⅰ　経常収益
１　受取会費

入会金 66,000 57,000 90,000
正会員受取会費 2,202,000 2,304,500 2,280,000

1,302,500 1,202,000 1,500,000

1,732,051 1,405,796 1,500,000
３　事業収益

943,900 636,000 992,000
326,100 185,500 290,000

４　その他収益
受取利息 26 41 0

経常収益計 6,572,577 5,790,837 6,652,000
Ⅱ　経常費用

１　事業費
(1)人件費

ボランティア評価費用 1,732,051 1,405,796 1,500,000

会議費 703,258 807,967 939,000
諸謝金 795,463 453,271 583,050
諸会費 178,505 164,455 240,000
旅費交通費 701,877 556,519 700,000
通信運搬費 166,729 154,366 141,000
印刷製本費 363,257 331,194 517,000
消耗品費 14,663 42,478 25,000
支払手数料 2,106 864 0
団体交流費 78,416 17,992 80,000

4,736,325 3,934,902 4,725,050
２　管理費

印刷製本費 5,456 21,821 0
業務委託費 518,400 475,200 556,200
会議費 135,232 224,652 230,000
旅費交通費 163,912 270,116 90,000
通信運搬費 182,209 61,415 120,000
消耗品費 178,633 61,691 10,000
賃借料 315,000 514,350 495,000
保険料 7,000 6,000 10,000
支払手数料 20,742 50,538 36,000
貸倒損失 119,500 108,000 120,000
諸会費 50,000
予備費 209,750

1,646,084 1,793,783 1,926,950
6,382,409 5,728,685 6,652,000

当期正味財産増減額 190,168 62,152 0

予算と決算との比較

(1)その他経費

管理費計
経常費用計

２　受取寄附金
ボランティア受入評価益

研修教育事業収益
調査研究事業収益

(2)その他経費

事業費計

準会員受取会費
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科  目 2014/3/31 2015/3/31 2016/3/31 2017/3/31 2018/3/31 2019/3/31
Ⅰ　資産の部
　1  流動資産
　　現金預金 2,729,316 3,310,904 4,127,536 5,465,717 8,020,076 8,009,312
　　未収金 842,216 1,043,751 458,263 225,500 282,989 285,442
　　貯蔵品 7,680 2,880 2,880 0 0 0
　　前払費用 0 0 0 0 0 29,160
　　流動資産合計 3,579,212 4,357,535 4,588,679 5,691,217 8,303,065 8,323,914
　2  固定資産
　　基盤整備積立金 3,106,011 3,110,681 3,117,576 2,108,807 0 0
 　　図書、電話等 0 0 0 0 0 0
　　固定資産合計 3,106,011 3,110,681 3,117,576 2,108,807 0 0
　資産合計　(A) 6,685,223 7,468,216 7,706,255 7,800,024 8,303,065 8,323,914

Ⅱ　負債の部
　1  流動負債
　　 前受金 139,750 158,500 154,750 54,000 51,000 50,500
　　 未払金 408,520 359,694 540,524 8,590 303,852 262,035
　　 預り金 4,264 4,264 5,284 0 20,611 21,625
　　流動負債合計 552,534 522,458 700,558 62,590 375,463 334,160
　負債合計　(B) 552,534 522,458 700,558 62,590 375,463 334,160

Ⅲ　正味財産の部
 　 前期繰越正味財産 5,512,174 6,132,689 6,945,758 7,005,697 7,737,434 7,927,602
 　 当期正味財産増減額 620,515 813,069 59,939 731,737 190,168 62,152

　    正味財産合計
        = (A)-(B)

6,132,689 6,945,758 7,005,697 7,737,434 7,927,602 7,989,754

役員ボランティア時間(Hr) 集計せず 集計せず 1,847.3 1,691.5 1,847.0 1,449.5

貸借対照表の推移（2013年度末 - 2018年度末）

JSPE19-009 13



JSPE19-009 14



第２号議案　　  役員選任  の件  　

定款第 14 条に従い、下記役員選任の承認をお願いします。

役職

（新・再任）

氏名 会員番号

理事（再任） 森山　亮 Ryo Moriyama PE-0179

理事（再任） 西久保　東功 Tokoh Nishikubo PE-0253

理事（再任） 小口　力 Tsutomu Koguchi PE-0214

理事（再任） 森口　智規 Toshiki Moriguchi PE-0203

理事（再任） 川瀬　達郎 Tatsuo Kawase PE-0180

理事（再任） 稲葉　光亮 Kosuke Inaba PE-0244

理事（新任） 義本　正実 Masami Yoshimoto PE-0100

理事（新任） 藤村　宣孝 Noritaka Fujimura PE-0233

理事（新任） 太田　量介 Ryosuke Ohta PE-0237

理事（新任） 奥野　隆一 Ryuichi Okuno PE-0169

監事（再任） 植村　大輔 Daisuke Uemura PE-0022

監事（新任） 土屋　雅彦 Masahiko Tsuchiya PE-0025

【参考】　2019 年度　役員構成　案　　

部会 担当役員

事務局

川瀬　達郎　（事務局長）、森山　亮（会長）、西久保　東功　（副会

長）、小口　力（副会長）、

各部会長

企画部会
西久保　東功　（部会長）

森山　亮　（副部会長）、義本　正実　（副部会長）

広報部会
西久保　東功　（部会長）

川瀬　達郎　（副部会長）、藤村　宣孝　（副部会長）

渉外部会
義本　正実　（部会長）

太田　量介　（副部会長）、森山　亮　

教育部会 太田　量介　（部会長）
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森山　亮　（副部会長）、西久保　東功、藤村　宣孝、稲葉　光亮

会員部会
森口　智規　（部会長）

小口　力　（副部会長）、藤村　宣孝（副部会長）

会計部会
小口　力　（部会長）

川瀬　達郎　（副部会長）、奥野　隆一　（副部会長）

監　　事 植村　大輔、土屋　雅彦
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第３号議案　　定款一部改正の件

今年 2 月に、事務所を港区赤坂 2 丁目より中央区日本橋本町 4 丁目に移している。このことを

当会の法人登記等にも反映させるため、当協会定款第 2 条を次のように改正することを提案する。

（現）　第 2 条 　この法人は、主たる事務所を東京都港区に置く。

（改正案）　第 2 条 　この法人は、主たる事務所を東京都中央区に置く。

JSPE19-009 17



第４号議案　   2019      年度　活動計画案  

2019      年度　  活動計画  案  

自　2019 年 4 月 01 日　至　2020 年 3 月 31 日

エンジニアと社会のネットワーク構築

Build Community and Connect with Public

　本協会は、機械、電気、土木、化学等分野の異なるエンジニアが米国発祥の専門的資格を

有して集う、数少ない職能団体である。　また、会員の大半は個人としての有資格者であり、

各人が技術的能力と社会的地位を高めるために専門的活動を実施している。

　地球規模における人間の安全保障および環境保全が改めて重要となっている現在、本協会

に求められていることは、複雑化した法令、規格、慣習や資格制度等を専門職としての観点を

踏まえつつ、一般大衆にもわかりやすく発信していくことである。また、そうした情報発信を通じ

て、日本に居住しながら米国流のエンジニアライセンスを保持することの意義を再認識してい

くことも必要である。

　今年度はこうした観点を踏まえ、「エンジニアと社会のネットワーク構築」をスローガンとして、

本協会におけるこれまでの活動実績等も踏まえた次の諸活動を展開していく。

●　会内情報資産を活用した対外発信の推進

　当協会には過去の活動を通じて、セミナー資料、マガジン記事、 PE 受験・登録体験談、

NSPE 総会資料、ウェブマスターに到来する各種問合せへの対応記録　などの情報資産が蓄

積されている。これらを分析、活用した会員交流と社会への対外発信の推進を図る。

●　CPD セミナーを通じた会員交流の継続

　月一回程度の CPD セミナー開催を継続し、会員の能力向上機会を提供するとともに、会員

交流の場を提供する新たなサービスを検討する。

●　会員サービスの向上

　前述の集中討議会において、長きに渡って当協会に貢献いただいている長期会員やエンジ

ニアとしての職務から退職された会員なども多くいることが認識された。　こうした会員は前述

の情報資産に加えて、当協会の重要な人的資産であるため、活躍の場と活躍に見合った対

価の提供を実施する。　また、CPD セミナーと PE 受験登録情報の交換会を合同で実施するこ

とによって、PE 保有会員と PE 登録を目指す会員の情報交換・交流の場を増やし、年に一度
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の機会だった PE 受験登録セミナーのサービス強化を行う。

●　活動ポートフォリオの整理（継続）

　昨年度は活動メニューの整理に関する集中討議会を実施した。今年度は討議の結果を踏ま

え、JSPE サポート会員の協力を得ることによって将来にわたる当協会の持続的な活動を実施

していく。　また、現預金資産の投資についても前記会員サービスの検討とともに検討していく。

JSPE19-009 19



第４号議案　   2019      年度　活動予算案　  

自 2019 年 4 月 1 日　　至　2020 年 3 月 31 日
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2018年度決算 2019年度予算案 備考

Ⅰ　経常収益

１　受取会費

入会金 57,000 90,000

正会員受取会費 2,304,500 2,280,000

1,202,000 1,350,000

1,405,796 1,550,000

３　事業収益

636,000 700,000

185,500 150,000

４　その他収益

受取利息 41 0

経常収益計 5,790,837 6,120,000

Ⅱ　経常費用

１　事業費

(1)人件費

ボランティア評価費用 1,405,796 1,550,000

会議費 807,967 850,000 セミナー会場費増加

諸謝金 453,271 550,000 対外発信：出版企画準備

諸会費 164,455 250,000

旅費交通費 556,519 600,000 対外発信：出版企画準備

通信運搬費 154,366 200,000

印刷製本費 331,194 400,000

消耗品費 42,478 25,000

支払手数料 864 0

団体交流費 17,992 10,000

その他経費計 2,529,106 2,885,000

3,934,902 4,435,000

２　管理費

印刷製本費 21,821 0

業務委託費 475,200 400,000

会議費 224,652 330,000

旅費交通費 270,116 200,000

通信運搬費 61,415 200,000
会員交流の場のサービス運
用

消耗品費 61,691 60,000

賃借料 514,350 120,000
サテライトオフィス利用により
削減

保険料 6,000 10,000

支払手数料 50,538 50,000

貸倒損失 108,000 100,000

諸会費 0 0

予備費 0 215,000

その他経費計 1,793,783 1,470,000

1,793,783 1,685,000

5,728,685 6,120,000

当期正味財産増減額 62,152 0

管理費計

経常費用計

２　受取寄附金

ボランティア受入評価益

研修教育事業収益

調査研究事業収益

(2)その他経費

事業費計

科 目

準会員受取会費

(1)その他経費
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第４号議案　   2019      年度　活動計画案　および　年間行事予定  

月 予定行事 備考

2019 年

4 月 ・JSPE マガジン春号　配信

5 月 ・5 月度理事会

6 月

・NSPE-JSPE 合同会議

・年次総会 / 特別 CPD セミナー / 懇親会

・神戸 技術 CPD セミナー

・東京エンジニアズサロン

7 月

・JSPE マガジン夏号　配信

・7 月度理事会

・NSPE カンザスシティ総会に参加

8 月

・東京/神戸　鬼金 CPD セミナー

・長期運営方針集中討議会（仮称）

・東京エンジニアズサロン

9 月

・東京/神戸　鬼金 CPD セミナー

・日本機械学会年次大会特別企画「エンジニア」での情報発信

・9 月度理事会

・東京/神戸　JSPE Day（CPD セミナー祭り）　

10 月

・JSPE マガジン秋号　配信

・東京/神戸　鬼金 CPD セミナー

・東京エンジニアズサロン

11 月

・東京/神戸　鬼金 CPD セミナー

・11 月度理事会

・東京エンジニアズサロン

12 月

・東京/神戸　鬼金 CPD セミナー

・東京イヤーエンドパーティ

・神戸イヤーエンドパーティ

2020 年

1 月

・JSPE マガジン冬号　配信

・1 月度理事会

・東京エンジニアズサロン
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2 月 ・東京/神戸　鬼金 CPD セミナー

3 月
・3 月度理事会

・東京/神戸 PE/FE 受験・登録相談会

　メーリングリストを活用して会員交流を図る「JSPE メール大喜利 (仮称)」を新規に実施

　鬼金セミナー、技術セミナー、JSPE Day などのイベントに PE/FE 受験登録相談会を併設

　

JSPE メール大喜利 (仮称)/JSPE Email Talking Point (Ogiri)

概要：会員交流とそれを通じた対外発信情報の仕込みを行うため、電子メールリストベースの「お題討論

会」を展開できるようにする。愛称は、2018 年 11 月熱海討議会での案をもとに「JSPE メール大喜利（英語

名： JSPE Email Talking Point）」とする。

目的：遠隔地居住等で CPD セミナーに出られない会員、CPD セミナーのテーマに飽き足らない会員に、他

の会員や役員との意見交換、情報発信の場を提供し、JSPE の情報発信力向上および会員交流の場とす

る。

参加メリット：上記目的以外に、一定量の議論を整理し、JSPE ウェブサイトに掲示することによって、JSPE

マガジン寄稿と同様に CPD 証を受け取れる。
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